
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

コロナ禍で迎えた二度目のお正月、皆さまはいかがお過ごしでしたでしょうか。この間､多

くの会社が在宅ワークを導入し、大学でも長い期間、授業がオンラインになるなど、人間関係の

非接触化が一気に進みました。大学で授業をする私にとって、オンライン授業とは授業内容をパ

ソコンに向かって録音し、それを配信するという作業でした。何度か録音するうちに、９０分の

授業内容が､録音では半分くらいの時間になってしまうことに気づきました。何が削られている

のかと考えたところ、それは説明の繰り返しや、余談や脱線であることに気づきました。これら

は学生の表情や態度から理解度や反応を感じ取りなされていたことであり、オンライン授業では

こうした双方向的なやりとりが失われていました。支援現場では企業や教育現場ほどには、オン

ラインが一般化しなかった､あるいは導入に消極的だったのではないか感じています。やむを得

ず訪問や面接をオンラインに切り替えた支援者からは、異口同音に利用者さんの様子がつかみに

くいというお話しを伺いました。多くの支援者は、出会いの大切さを痛感されており、おそらく

可能な限り対面やそれに近い形が実現できるように工夫を重ねてられていたのではないでしょう

か。そして、こうして作り出された出会いは多くの人に孤立を照らす光となったことでしょう。

コロナに向かい合う術はワクチンだけではなかったのだと思います。 
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≪令和３年度 高齢者・障がい者なんでも相談会≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

去る１１月２０日（土）コミュニティセンターやすでなんでも相談会を開催しました。昨

年に引き続きコロナ感染予防対策を取っての事前予約申込による相談会となりました。 

今回の相談の対象は、高齢者・障がい者に加え、近年深刻な問題となっている「ひきこも

り」についても対象としました。来所された相談者は５名で、４件の相談をお受けし、高齢

者では親族とのトラブルや不動産、相続、生活困窮についての相談が２件、障がい者相談で

は、不動産や相続、養育費について２件、そしてひきこもりについての相談が１件、ひきこ

もり支援の取組みをしている県社協さんに、県や市で実施している事業の紹介などをして 

いただきました。 

相談員としては、弁護士、司法書士、社会福祉士、社会保険労務士 

の専門職の方々を始め、行政、地域包括支援センター、障がい者 

支援事業所、権利擁護センター、社協など１３名のご協力をいただ 

き無事開催することができました。相談に来られた方からは、解決はしなかったが方向性を

見つけられて良かったなどのご意見がありました。              

日 時 ： 令和４年 1月１７日（月） １３：３０～１６：００ 

場 所 ： 守山市福祉保健センター（すこやかセンター）３階 講習室 

相談無料・予約は不要です。 当日、会場にお越しください。 

守山市、草津市、栗東市、野洲市からの委託事業として実施しています。 

お気軽にお越しください。 

コロナウイルス感染防止に配慮のうえ、相談対応をさせていただきます。 

 

 

 

ご協力いただきました皆様ありがとうございました。 

今年度最終の 



 

 

  

K様は、50代の一人暮らし。おしゃべりが大好きな元気いっぱいの女性です。買い物がお好

きなので、お部屋にはどんどん物が増え、居住のスペースを圧迫してきていました。 

 ある日、『部屋を片付けるため、棚が欲しいんです。』とおっしゃいました。 

『棚があれば部屋もスッキリするし、とても楽しみ！』と嬉しそうにしておられました。 

ところが買い物に行く日の朝、『買い物に行きたくない』と涙ぐまれました。よくよく話を聞い

てみると、『部屋を片付けることにしたけど、大事な物を捨てたくない。でも、部屋を片付ける

ことにみんなが喜んでいるから言い出せなかった。』とおっしゃいました。そこで、買い物は中

止することにして、Ｋ様の『大切なもの』を見せていただきました。赤ちゃん用のおくるみ、お

母様手作りのスカート、お父様の使っていた片方だけの靴下、ご本人の学校の上靴、たくさんの

食器など…古びているものもありますが、ご本人にとっては、どれも大切な思い出の品だそうで

す。 

「捨てる・捨てない」はご自分で決めていいのですよ、とお伝えすると、ほっとしたようなご様

子でした。 

 その後、支援者と相談されながら、いらないものを処分され、ずいぶんスッキリしてきていま

す。少しずつですがお部屋を片付けておられます。 

 

 

相談内訳/市名 草津市 守山市 栗東市 野洲市 計 

相談件数 ３８３ １７１ １３６ １００ ７９０ 

〈主な相談者〉      

本 人 ５  ５ ０ ０ １０ 

親 族 ６１ ２８ ２８ １８ １３５ 

行 政 ３４ １２ ３５ ３ ８４ 

地域包括支援センター ２０７ ９８ ５１ ４０ ３９６ 

居宅事業所 １３ ０ ５ ４ ２２ 

病 院 １６ ２１ ０ ９ ４６ 

施設等 １６ ３ ３ ５ ２７ 

支援事業所 ３１ ４ １４ ２１ ７０ 

 

 

 



 

だ 

ま 

 

 

 

「もだま」の活動趣旨にご賛同いただける方を募集しています。 

個人、団体を問わず皆様の入会を心よりお待ちいたしております。 

会 員 募 集 

 

●正会員年会費●  

個人 1口   ３，０００円 

団体 1口  １０，０００円 

   ●賛助会員年会費● 

個人 1口  ２，０００円 

団体 1口  ５，０００円 

 

※ご入会・ご支援の申込みは、所定の振込用紙がありますので事務局までご連絡下さい。 

TEL：077-598-0246   FAX：077-598-0888   E-mail modama.npo@triton.ocn.ne.jp 

 

今年もどうぞよろしくお願いいたします。 
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① マイナス１０キロ 

ダイエット！！ 

② 子どもと一緒にテニ

スをやりたい            

    竹村直人 

① ☆毎日運動する！！ 

② 山登り（低い山か

ら）を再開する。   

 

濱口裕美 

① 健康管理をし、着

たい洋服が似合う

自分になる！！ 

② 孫たちとホテルス

テイを楽しむ。 

   

 

① がんばって散歩 

腹囲マイナス３㎝！ 

② 近場の温泉めぐり 

木村幸代  

① 運動不足解消 

－５㎏ 目標！！ 

② コロナが落ち着けば

韓国旅行へ～ 

田辺晶  

① 目標を持って仕事に

取り組む。 

② リラックスタイムを

増やす。 

    

① 毎日必ず体重計に乗

る。 

② バンド活動 

 

① 健康に過ごせるように 

② ダイエットがんばる！ 

 
田村里佳 小林智子 

森島亮子 

森田雅子 


